
   

２０１５（平成２７）年度 事業報告 

社会福祉法人山鳩会 

なごみの里 生活介護 

１．理念・方針 

（１）法人理念 

  ①障がいがある人に… 

   自分の持っている力を発揮しながら、普通の生活を営み、自らが社会に価値のあるも

のである事に気づき、自己実現していけるよう支援する。 

②障がいがある人の家族に… 

 障がいがある人への思いを受け止め、それを実現していく。 

③援助者には… 

障がいがある人と共に歩みつつ、自己実現を図るために必要なサービスを提供し、常

に向上的である人材に育てる。 

④地域の方に… 

   共に生きていく環境を実現するために、お互いにメリットのある関わりを築いていく。 

 

（２）中期目標（平成２６年度～平成２８年度） 

   地域で豊かに生きていくために 

・日常生活動作（ADL）向上を軸に個々のニーズに沿った支援をしていく。 

・工賃を得られる生活介護としていく。 

 

（３）基本方針 

  ①日常生活動作向上のため、個別により細やかな支援を提供していく。 

・個別支援計画に組入れて実施した。 

・支援計画以外の事についてはケース会議・日々の打ち合わせで報告し周知しながら対応した。  

・それぞれ利用者のできる事、苦手な事を把握し、個々に合わせた支援を行った。 

  ②年齢や性別に応じた検診により早期治療を行うきっかけとし、豊かな地域生活を少しでも

長く楽しめるよう支援する。 

   ・健康診断の他、眼科・婦人科・歯科等の検診を行い早期治療に繋げるように努めた。   

  ③日中活動の中で、工賃を得られる取り組みを行う。 

   ・刺繍、紙粘土、紙すき、メダカ、野菜等の取り組みを行なった。 

④利用者・保護者の気持ちに寄り添い、信頼と満足の頂ける支援を行う。 

   ・保護者会を毎月開催し、又送迎時など意識して連絡を行った 

⑤体力維持のプログラムと自然に親しむプログラムに考慮した創作活動・生産活動を提供す

る。 

・ウォーキング、スポーツセンター、プールなどを活用できた。また宿泊旅行で、ウォー

キングを取り入れたり、親子バス旅行では果物狩りなど自然に触れる機会を多く取り入れ



   

た。 

２．施設概要 

（１）施設種別  指定障害福祉サービス事業（生活介護） 

（２）利用定員  ２０名（平成２７年度利用者数２０名） 

（３）開所年月  平成２１年４月 

（４）施設規模  延床面積  １１０．１６㎡ 

         建物構造  木造モルタル平屋 

         賃貸区分  民間賃貸 

 

３．職員構成 

（１）雇用契約あり 

職  種 配置人数 

管理者  １名  

サービス管理責任者 １名（兼務） 

支援員   （常勤職員） ４名 

保育士   （常勤職員） ０名 

調理員   （常勤職員） ０名 

事務員   （非常勤職員） １名 ※ 

支援員   （非常勤職員） ８名 

保育士   （非常勤職員） ０名 

調理員   （非常勤職員） ０名 

看護師   （非常勤職員） １名 

理学療法士 （非常勤職員） ０名 

作業療法士 （非常勤職員） ０名 

合  計     １５名 

（２）嘱託 

 医師    （４回／年）      １名  

 理学療法士 （１回／月）      1名 

 作業療法士 （２回／月）      １名 

 合  計      ３名 

           ※生活介護・就労継続支援 B型と兼任 

 

４．利用者状況 

(1)障害程度 

 １度 ２度 ３度 ４度 未定 合計 

愛の手帳 １名 １６名 ３名 ０名 ０名 ２０名 

身障手帳 １名 ３名 ０名 ０名 ０名 ４名 

精神保健手帳 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 



   

（２）年齢構成  （平均年齢３２．９歳） 

 19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合 計 

男 ０名 １０名 ３名 ４名 ０名 ０名 １７名 

女 ０名 １名 １名 １名 ０名 ０名 ３名 

合計 ０名 １１名 ４名 ５名 ０名 ０名 ２０名 

最低年齢  男…２１歳 女…２５歳    最高年齢  男…４４歳 女…４４歳 

平均年齢  男…３０．５歳  女…３４．７歳 

（３）担当福祉事務所 

東村山市 荒川区 港区 小金井市 合 計 

１７名 １名 １名 １名 ２０名 

（４）利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

入所者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

退所者 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

月末数 ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２１ ２１ ２１ ２１ ２０ ２０ ２０  

延べ日数 ４８４ ５０６ ４８４ ５０６ ５０６ ４６２ ４８３ ４６２ ４８３ ４６０ ４００ ４６０ ５６９６ 

延べ人数 ４２０ ４３６ ４３９ ４５５ ４３８ ４５５ ４４８ ４１１ ４３２ ４０３ ３８０ ４２４ ５１４１ 

出勤率(％）  ８７  ８６ ９１ ９０ ８７ ９８ ９３ ８９ ８９ ８８ ９５ ９２ ９０％     

（５）障害程度区分 

区分 ２ ３ ４ ５ ６ 未定 合計 

人数 ０名 ３名 ７名 ６名 ４名 ０名 ２０名 

 

５．日課 

（１）月～金曜日 

時間 内容 

8：30～ 9：30 送迎、着替え等 

9：30～10：00 朝礼、日課の確認 

10：00～12：30 ウォーキング 地域回収 創作活動  

12：30～13：30 昼食・歯磨き・昼休み・清掃 

13：30～15：00 創作活動  ウォーキング 

15：00～16：30 お茶・着替え・終礼・送迎 

（２）土曜日 

8：30～ 9：30 送迎、着替え等   

9：30～10：00 朝礼、日課の確認 

10：00～11：00 室内活動 ウォーキング 

11：00～13：00 昼食・歯磨き・終礼・送迎 



   

   

６．重点目標 

（１）日常生活動作維持・向上のための支援の充実 

①日常生活動作（ADL）向上を軸に個々のニーズに沿った支援をしていく。 

・ＯＴ、ＰＴの助言を取り入れ個別支援計画等に反映させた。 

②理学療法士、歯科衛生士による指導をもとに、必要な人にストレッチ・マッサージを 

取り入れ、継続支援を行う。 

・マッサージ・・・月１回（第２木曜日）歯科衛生士の歯磨き指導 3 回を受けた。口唇体操

を必要な人に実施。効果が見られた。 

 ・継続していく事で身体の硬化を防ぐことができるように感じられた。 

 ・アドバイスを元に、専門外来への通院に繋げたり、個別支援の充実が図られた。 

 

（２）健康・衛生 

  ①一般健康診断の他、歯科検診・婦人科検診・眼科検診等を行い、必要に応じて通院に 

つなげ、アフターフォローをしていく。 

・健康診断（なごみの里Ｂ型事業所にて）白十字病院健診車 ８／５ 

 子宮がん検診（白十字病院）9/2  

眼科検診（片岡眼科）6/17・6/19・6/24・6/26・6/30/・7/1 

・嘱託医相談…内科（久保クリニック 久保医師）  6/18 9/10  11/5  3/10 

・理学療法（二瓶） 6/18 9/10 11/5  12/2  1/24 2/19 3/10  

・作業療法士（大山）４／8・22 ５/13・27 ６/10・24 ７/8・29 ８/19・26 9/9・16 

10/14・28 11/11・25 12/9・16 １/13・27 2/10・24 3/16・23 

・看護師相談（勝）4/23 5/21 7/16 8/18 10/22  12/3 1/21 2/18  

  ・歯科検診…なごみの里にて（折笠医師、橋本医師） 12/10   

・インフルエンザ予防接種（久保クリニック 久保医師）…なごみの里にて 11/5   

・体重測定、…月１回初日に測定し、12か月分の体重の推移をデータにまとめ、各家庭に配布し

た。（体脂肪は必要な利用者） 

  ②自分の歯でいつまでも好きなものが食べられるよう、歯科衛生士を活用して保護者と共に

個々に合った支援方法を習得し、家庭と連携のとれた継続的な口腔衛生支援に努める。 

  ・歯磨き指導（土居歯科衛生士）12/2 12/9 12/16  歯ミフェスタ発表 

・歯科衛生士の助言で口唇体操を３名に、毎日昼食前５分間実施した。効果が見られた。 

  ③身だしなみを意識した支援を行う。 

・その都度、また旅行前など、家庭を含めて対応した。また定期的な交換、朝・夕方の 

チェックは日々の中で対応できた。髭剃りは職員が実施した。 

 

（３）創作・作業活動 

  ①刺繍・ビーズ通し・各種パズルなど、各自に合った教材をより工夫して興味の持てるメニ

ューの中から選択できる創作活動の場を提供する。 



   

  ・多くの教材を取り入れ（紙すきは初めて）工夫をして利用者の興味関心のある創作活動を実施

した。紙すきは共同作品にして室内に飾った。 

  ②栽培を取り入れ、野菜や、花を育てる経験を培う。 

  ・土の耕しから種まき、野菜の収穫まで利用者・職員が一緒に実施できた。水やりも得

意な利用者が積極的に行った。収穫した野菜はおやつに出し食べた。 

  ③地域回収を継続し、安定した工賃を得られる活動とする。 

  ・施設理解につなげる啓発活動も含め、継続して利用者と職員で地域内の回収を実施し

工賃支給ができた。 

 

（４）生産活動 

・資源回収による利益を工賃として利用者全員に支給した。      

 工賃支払実績 

 ４月 ５月 ６月 夏季賞与 ７月 ８月 ９月 

月額 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ３，０００ ２，０００ ２，０００ ２，０００ 

総額 ４４,０００ ４４,０００ ４４,０００ ６６,,０００ ４４,０００ ４４,０００ ４２,０００ 

 １０月 １１月 １２月 冬季賞与 １月 ２月 ３月 

月額 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ５３０００ ３，５００ ５，０００ ５,０００ 

総額 ４２０００ ４２０００ ４２,０００ ６３０００ ７３，５００ １０００００    １００,０００ 

 

（５）給食 

 ①おいしく安全に食べられるよう、食べやすい治具を用意すると共に、歯科衛生士の指導を

取り入れ、個々の状態に合った提供の仕方を継続支援する。 

   ・きざみや食材の調整、調理法など、個々の状況に合った提供の仕方を実施できた。 

  ②小人数で外食の機会を増やし、社会ルールやマナーを身につける。 

   ・少人数での外食なのでゆったりと食事が出来、施設とは違った面が見られるなど効

果的だった。 

  ③栄養基準量（一人当たりの栄養基準量） 

 

 

 

 

 

（６）行事 

 熱量 蛋白質 炭水化物 脂肪 カルシウム ビタミン 

 

計画 

  

668Kcal 

  

24.9ｇ 

  

93.2ｇ 

  

18.6ｇ 

  

128㎎ 

B1 B2 C 

0.38㎎ 0.34㎎ 0.38㎎ 

実績 889Kcal 21.1ｇ 127.8ｇ 24.7ｇ 258㎎ 0.47㎎ 0.53㎎ 38 ㎎ 



   

 ①年間行事 

日付 内容 場所 目的 人数 

４/１０ ミニ遠足 北山公園 
保護者に利用者の様子や日課を身近に知

っていただき、情報交換や交流を図る 

３０名 

家族４名 

６/３～５ 
宿泊旅行 長野・湯田中温泉 非日常の場面を活用して宿泊等で社会性を

身に付ける 
１９名 

８/２５・２８ 防災館 立川防災館 災害時を体験し、行動学ぶ ２１名 

 プール 東京都多摩障害者スポーツセンター 健康増進、季節に応じた日課の提供 名 

 プール 東京都多摩障害者スポーツセンター 健康増進、季節に応じた日課の提供 名 

    プール 東京都多摩障害者スポーツセンター 健康増進、季節に応じた日課の提供 名 

９/５ 共催バザー 市民センター駐車場 他事業所との交流 ２１名 

１０/２３ グループ外出 川越散策 特急に乗り街並み散策し小グループ行動を満喫 8名 

１１１/１３ グループ外出 高尾山登山 体力の維持向上。非日常を楽しむ 6名 

１１/３ 共催運動会 八坂小学校 親の会、保護者、他事業所との交流。 １６名 

１２/４ グループ外出」 京王レールランド 利用者の興味に沿った場面提供で楽しむ 9名 

１/１１ 
成人を祝う会                    東村山市民スポーツセ

ンター 

成人になる節目を祝う 
19名 

１/３０ 
施設祭「もちつき」   なごみの里生活介護 生活介護の活動紹介と、協力者・理解者等

周辺の人の交流の機会。 

家族１５名 

20名 

２/１９  親子バス旅行   茨城県宇宙センター 職員・保護者との交流 ４１名 

 

※年間を通し、日本の季節感を楽しめる工夫盛り込む（飾り付けも含む） ・紙すきの作品を飾った。 

 

７．防災訓練 

（１）防災 

①支援者は全員が普通救命講習を取得定期的に実施し、更新しながら非常時に速やかに行動

できるようする。 

 ・上級は 1名取得できたが、普通救命の更新はできなかった。次年度に持ち越し。 

②防災計画に基づき月１回の通常訓練・一時避難場所までの避難訓練を行うと共に、防災館

を利用し疑似災害を体験する。 

 ・月１回の訓練で、職員が防災を意識する事ができた。又、保護者立会いで久米川小

学校まで避難訓練を実施、避難時の課題等が見えた。更に防災館での体験は利用者

が非日常の中で社会ルールを守るという意味でも効果的だった。 

 ・消防署立ち合いの「自衛消防訓練効果確認」を実施し、結果敢闘賞。 

③防火管理者を中心に定期的な自主点検活動を行う。 

 ・チェック表の項目の再検討が必要。 

（２）事故防止   

①安全に過ごすための環境作りについて、工夫に努め、点検・管理を行う。 



   

・門扉や周辺ネットを点検しながら利用者が出て行ってしまうことを回避し、中庭の 

砂利敷きも適宜行った。 

②車輌について安全運転管理者を中心に事故防止に努めると共に、定期的なチェックにより 

車の不良・消耗を確認し対処する。 

・安全管理者を中心に職員で情報共有して事故回避に努めた。 

・車両修理記録の書式活用した。 

③各送迎コースの道路状況等確認・周知し事故防止に努める。 

 ・朝の打合せ等で運転者や添乗者が情報を共有し、事故防止に努めた。 

 

８．地域外の方との関係 

（１）地域回収やウォーキングの際の挨拶など、日常的な関係を大切にする。 

   ・地域回収では関係性が深められ、地域貢献・施設の啓発につながった。 

（２）行事を通して地域との交流を図る。 

   ・施設まつりでの餅つきでは天候不順で客足は少なかった。宣伝活動の手段再検討必要。 

（３）ボランティアを随時受け入れ、施設理解を深める。 

   ・大学生の実習生が実習終了後にボランティアに参加してくれた。 

 

９．実習生の受け入れ 

（１）地域の特別支援学校などより実習を受け入れて体験の場を提供する。 

   ・希望者が 1名、次年度の実習性の確保がより必要。 

（２）大学などの実習を受け入れ、障害福祉に理解ある人材を養成する一端を担う。 

     ・介護等体験…５日間× ２６名  

 ・社会福祉士養成…６名 

      

１０．父母会、親の会との連携 

（１）父母会 

  ①支援の充実を図るため、連絡帳などで保護者と情報交換を行う。また保護者の思いを丁寧

に聞き取り、信頼される関係を築いていく。 

   ・連絡帳でのやり取りだけでは難しい事もあった。口頭でも伝えていく必要あり。 

  ②保護者の施設に対する理解を深めるため、２ヶ月に１回保護者会を行う。 

   ・新事業所建設の情報をタイムリーに提供するためにも１か月に一回に変更して実施した。 

③なごみ便りで施設の近況や取り組みを報告し、理解を深める。 

   ・毎月便りを発行。紙面はカラー写真を織り混ぜる等、活動内容が分り易いように工夫し

た。保護者からは好評だった。 

（２）親の会 

  ①共催行事などを通して相互に協力していく。 

   ・バザー、運動会、成人を祝う会を中心に実施し他施設との交流をはかった 

１１．職員研修 

①職員個々、行動障害等の知識や支援技術に関して研修などを通してスキルアップを図る。 



   

   ・研修を通し、知識を深めると共に自分の支援を振り返る機会となった。 

②リスク PT・人権研修等を活かした取り組みを行う。 

   ・各施設との連携や共通のリスク事項に関して共有する事ができたが具体的な取り組みに 

つなげられた。法人研修(年２回)は各事業所共通内容の研修になった。 

研修名 実施日 主催 実施場所 参加者 

相談従事者研修 ６／２３ 東京都 練馬文化会館 高橋竜太 

中堅職員研修 ７／２８ 都社協 社事大文京キャンパス 斎藤朱根 

強度行動障支援者養成

研修 

８／２８ 都社協発達障害部

会 

光の家会館 五十嵐直生 

人間力アップ ９／１６ 知的発達障害部会 研究英語センター 五十嵐直生 

虐待防止権利擁護 ９／１７ 都社協 飯田橋レインボービル 吉田幸子 

ライフサイクルに沿っ

た支援のために 

９／３０ 都社協 国立オリンピック記念青

少年総合センター 

牧田吾郎 

安全運転管理者講習 １２／９ 東京都交通安全協会 ルネ小平 田中英史 

障害者の人権について １２／２２ 東村山市 東村山市民センター 斎藤朱根 

事例報告会 １／２３ 知的発達障害部会 飯田橋レイボービル 宮田光男 

都市部の障害児入所施

設の現状と課題 

１／２７ 知的発達障害部会 飯田橋レインボービ

ル 

牧田吾郎 

救急救命上級講習会 ２／１７ 立川消防署 立川防災館 田中英史 

サビ管研修 ２／１７・ 

２３・２４ 

東京都 東京都福祉保健医療

研修センター 

高橋竜太 

社会福祉法人制度改

革対応セミナー 

２／９ 全国社会福祉法人

経営者協議会 

あいおいニッセイ同

和損保新宿ビル 

長谷川友子 

食で広がる輝きネット

ワーク 

２／２６ 知的発達障害部会 研究者英語センター 斎藤朱根 

精神症状のある利用

者への苦情対応 

３／１４ 都社協人材センタ

ー 

東京都福祉保健医療

研修センター 

田中英史 

引きこもりがちな思春

期青年期の特徴と対応 

１／１３ 多摩小平保健所 小平保健所 蔵上宏子 

 

１２．会議 

種  目 回 数 内  容 

職員会議 １回／月 事業計画実施状況・振り返り、Ｃ対応等 

常勤会議 １回／月 職員会議の事前相談・打合せ 

評価会議 ２回／年 アセスメントの見直し 

給食会議 １回／月 委託業者と希望、課題、イベント等 

ケース会議 ２回／月 Ｃ個々について 



   

個別支援計画会議 ２回／年 各ケースの支援計画について 

 

１３．苦情解決、個人情報保護、権利擁護、セクシャルハラスメント防止 

（１）苦情解決 

   担当窓口及び第三者委員を設置し、対応にあたる。意思が伝わる関係を作り、丁寧に

対応する。 

   ・保護者・利用者とは日頃から小さなことでも伝えていくことで良好な関係を作っていく

ことを心掛けた。 

   ・連絡事項の不徹底、確認ミス。日課中の支援に対する苦情。 

（２）個人情報保護 

    情報の重要性を認識し、適切な保護に努める。  

   ・個人情報提供承諾書を保護者からもらう。紙面は粉砕し、パソコンデータ、口頭での流

失に注意した。 

（３）権利擁護・セクシャルハラスメント防止 

    各種研修を利用しながら意識を持って取り組む。また担当窓口を設置し、丁寧に 

対応する。  

    ・個々での対応を行っているが、研修で習得した事を日々の支援に活かした。特に同性介

助の徹底を図った。 

苦情解決担当 

 氏 名 

責任者 長谷川友子 

担当者 田中英史 

第三者委員 田口京子 

 

セクシャルハラスメント担当 

 氏 名 

責任者 長谷川友子 

担当者（男性） 高橋竜太 

担当者（女性） 齋藤朱根 

 


